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第140回評議員会の開催
6月26日（金）に開
催された第140回
日本歯科医師連
盟評議員会におい
て、次期参議院比

例代表議員選挙に組織代表候補者を擁立
することを決定した（2面に関連記事掲載）。

1 （平成 14年 1月 5日創刊） （平成 14年 10月 15日第三種郵便物認可）

　
（
制
定
の
趣
旨
）

第
１
条　

こ
の
規
則
は
、
日
本
歯

科
医
師
連
盟
（
以
下
「
本
連
盟
」

と
い
う
。）
規
約
第
２
条
の
規
定

に
基
づ
き
参
議
院
（
比
例
代
表
選

出
）
議
員
選
挙
の
候
補
者
（
以
下

「
候
補
者
」
と
い
う
。）
の
推
薦
又

は
支
援
方
法
に
つ
い
て
定
め
る
。

　
（
推
薦
の
決
定
機
関
）

第
２
条　

候
補
者
の
推
薦
は
、
本

連
盟
規
約
第
23
条
の
規
定
に
よ
り

設
置
さ
れ
た
参
議
院
比
例
代
表
候

補
者
選
考
委
員
会
に
お
い
て
審
議

し
、
理
事
会
の
議
を
経
て
評
議
員

会
で
決
定
す
る
。

　
（
推
薦
す
る
候
補
者
の
数
）

第
３
条　

候
補
者
の
推
薦
は
、
原

則
と
し
て
１
名
と
す
る
。

　
（
推
薦
及
び
選
考
基
準
）

第
４
条　

候
補
者
の
推
薦
選
考
に

つ
い
て
は
、
次
の
事
項
を
勘
案
の

上
選
考
し
決
定
す
る
。

　

一　

当
選
後
も
本
連
盟
と
の
緊

　

密
な
連
携
体
制
を
保
つ
と
と
も

　

に
本
連
盟
の
目
的
・
政
策
に
全

　

面
的
に
従
い
、
活
動
で
き
る
者

　

二　

身
上
、
そ
の
他
に
つ
い
て

　

適
格
で
あ
る
と
認
め
得
ら
れ
る

　

者

　

三　

政
治
家
と
し
て
適
応
し
得

　

る
社
会
性
を
有
す
る
者

　

四　

歯
科
医
療
に
関
す
る
専
門

　

的
識
見
を
有
す
る
者

　

五　

歯
科
医
師
会
・
歯
科
医
師

　

連
盟
の
機
構
と
運
営
を
理
解
し

　

て
い
る
者

　

六　

信
念
と
情
熱
を
有
す
る
者

　

七　

歯
科
界
以
外
の
推
薦
団
体

　
（
組
織
）
及
び
後
援
会
等
支
援

　

団
体
（
組
織
）
の
有
無

　

八　

所
属
政
党
の
公
認
又
は
推

　

薦
の
有
無

　

九　

地
元
都
道
府
県
に
お
け
る

　

知
名
度
と
有
権
者
の
支
持
状
況

　

十　

そ
の
他
必
要
な
事
項

　
（
推
薦
の
申
請
手
続
）

第
５
条　

推
薦
候
補
者
に
な
ろ
う

と
す
る
者
が
本
連
盟
の
会
員
の
と

き
は
、
会
員
登
録
す
る
都
道
府
県

歯
科
医
師
連
盟
の
代
表
者
に
推
薦

を
要
請
す
る
も
の
と
す
る
。
但
し
、

本
連
盟
の
会
員
で
な
い
者
が
推
薦

を
要
請
す
る
場
合
は
こ
の
限
り
で

は
な
い
。

２　

都
道
府
県
歯
科
医
師
連
盟
代

表
者
は
、
推
薦
候
補
者
と
な
ろ
う

と
す
る
者
か
ら
前
項
の
推
薦
要
請

を
受
け
た
と
き
は
、
本
規
則
第
４

条
の
事
項
を
勘
案
し
て
推
薦
選
考

を
行
い
原
則
と
し
て
１
名
を
選
定

し
、
別
に
定
め
る
推
薦
要
請
書
を

本
連
盟
会
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３　

推
薦
要
請
書
は
、
予
め
決
め

ら
れ
た
期
日
ま
で
に
提
出
す
る
も

の
と
す
る
。

　
（
支
援
方
法
の
決
定
）

第
６
条　

推
薦
候
補
者
に
対
す
る

支
援
方
法
は
、
評
議
員
会
の
議
を

経
て
決
定
す
る
。

２　

前
項
の
ほ
か
、
会
員
で
あ
る

候
補
者
及
び
特
別
な
事
情
を
も
つ

会
員
で
な
い
候
補
者
の
支
援
方
法

に
つ
い
て
、
必
要
と
認
め
た
と
き

は
、
そ
の
都
度
評
議
員
会
の
議
を

経
て
決
定
す
る
。

　
（
規
則
の
改
廃
）

第
７
条　

こ
の
規
則
を
変
更
し
、

又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

評
議
員
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
24
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
25
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
27
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
す
る
。

【
参
考
】

日
本
歯
科
医
師
連
盟

参
議
院
比
例
代
表
選
挙
候
補
者
推
薦
規
則

次期参議院比例代表選挙に組織代表候補者擁立を決定！
　

執
行
部
は
、
昨
年
秋
に
立
ち
上
げ

た
「
参
議
院
比
例
代
表
候
補
者
検
討
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
の
協
議
を
経

て
、
第
15
回
理
事
会（
６
月
25
日
）に
て

第
１
４
０
回
評
議
員
会
で
議
案
上
程
す

る
こ
と
を
承
認
し
た
。

　

第
１
４
０
回
評
議
員
会
第
１
号
議
案

「
次
期
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選

挙
へ
の
対
応
」
で
の
、
比
例
代
表
候
補

者
を
選
定
し
選
挙
を
行
う
こ
と
を
決
定

し
、
選
考
委
員
会
の
設
置
を
決
め
た
。

そ
れ
を
受
け
、
日
歯
連
盟
は
都
道
府
県

歯
連
盟
に
選
考
委
員
の
選
出
を
依
頼
し

た
。

　

７
月
16
日
に
第
1
回
参
議
院
比
例
代

表
選
挙
候
補
者
選
考
委
員
会
を
開
催

し
、
決
定
事
項
は
以
下
の
通
り
。
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第
１
回
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
候
補
者

選
考
委
員
会
（
令
和
２
年
７
月
16
日
開

催
）「
会
議
の
決
定
事
項
」

【
正
副
委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て
】

▽
委
員
長
は
藤
田
一
雄
委
員
（
北
海

道
）、
副
委
員
長
は
大
山
茂
委
員
（
福

岡
県
）

【
委
員
会
運
営
に
つ
い
て
】

▽
高
橋
会
長
、
日
本
歯
科
医
師
連
盟
嘱

託
弁
護
士
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出

席
を
認
め
る
。

▽
会
議
は
原
則
２
時
間
と
し
、
長
く
と

も
３
時
間
以
内
と
す
る
。

▽
議
事
録
は
速
記
録
形
式
と
し
、
発
言

者
の
氏
名
も
記
載
す
る
。

▽
議
事
録
の
校
正
に
つ
い
て
、
個
人
情

報
等
に
触
れ
る
機
微
の
も
の
や
「
て
に

を
は
」
の
修
正
を
正
副
委
員
長
の
も
と

で
行
う
。

▽
毎
回
、
委
員
会
終
了
時
に
「
会
議
の

決
定
事
項
」
を
副
委
員
長
か
ら
確
認
し
、

こ
の
決
定
事
項
を
速
報
と
し
て
日
歯
連

盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
会
員
向
け
ペ
ー
ジ
）

に
掲
載
す
る
。

▽
議
事
録
（
速
記
録
）
が
完
成
次
第
、

委
員
各
位
及
び
各
都
道
府
県
歯
連
盟
に

送
付
す
る
と
と
も
に
日
歯
連
盟
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
会
員
向
け
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載

す
る
。

▽
委
員
会
の
傍
聴
は
認
め
な
い
こ
と

と
す
る
。

▽
会
議
開
催
は
基
本
的
に
実
開
催
と

す
る
が
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
の
採
用
等
に
つ

い
て
は
正
副
委
員
長
一
任
と
す
る
。

【
次
期
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
候
補
者

の
選
考
に
つ
い
て
】

▽
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
候
補
者
選
考

委
員
会
規
程
に
基
づ
き
、
候
補
者
の
募

集
方
法
は
本
人
ま
た
は
推
薦
代
表
人
の

申
請
に
基
づ
き
各
都
道
府
県
歯
科
医
師

連
盟
会
長
か
ら
の
推
薦
を
受
け
る
形
で

の
公
募
を
行
う
。

▽
但
し
、
本
連
盟
の
会
員
で
な
い
者
が

推
薦
を
要
請
す
る
場
合
は
こ
の
限
り
で

は
な
い
。

▽
各
都
道
府
県
歯
科
医
師
連
盟
会
長

宛
に
、
候
補
者
申
請
書
に
基
づ
き
候
補

者
の
推
薦
方
を
依
頼
す
る
文
書
を
送
付

す
る
。

▽
候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
は

応
募
に
あ
た
っ
て
の
趣
意
書
（
書
式
及

び
字
数
は
自
由
）
の
提
出
を
求
め
る
。

▽
公
募
の
申
請
書
類
の
書
式
は
、
日
本

歯
科
医
師
連
盟
参
議
院
比
例
代
表
選
挙

候
補
者
推
薦
規
則
第
５
条
第
２
項
で
定

め
た
も
の
と
す
る
。

▽
申
請
書
及
び
趣
意
書
の
提
出
期
限

（
公
募
期
間
）
は
、
８
月
21
日
（
金
）

午
後
５
時
（
必
着
）
ま
で
と
す
る
。

▽
推
薦
を
受
け
た
候
補
者
の
会
員
資
格

の
み
審
査
を
事
務
局
が
行
う
。（
会
員

以
外
の
候
補
者
は
こ
の
限
り
で
な
い
）

【
今
後
の
委
員
会
の
開
催
及
び
動
き
に

つ
い
て
】

●
令
和
２
年
７
月
17
日
（
金
）

都
道
府
県
歯
科
医
師
連
盟
宛
て
に
「
次

期
参
議
院
比
例
代
表
候
補
者
推
薦
に
係

る
連
絡
文
書
」
を
発
出
。

（
８
月
21
日
（
金
）
午
後
５
時
必
着
）

●
令
和
２
年
８
月
27
日（
木
）午
後
２
時

か
ら

第
２
回
委
員
会
を
開
催
。

候
補
者
の
書
類
審
査
及
び
面
接
の
方

法
、
候
補
者
へ
の
質
問
事
項
、
表
決
方

法
等
を
協
議
。
ま
た
、
候
補
者
へ
の
面

接
通
知
文
の
決
定
。

●
令
和
２
年
８
月
28
日
（
金
）

都
道
府
県
歯
科
医
師
連
盟
宛
て
と
各
候

補
者
宛
て
に
通
知
文
を
発
出
。

・
都
道
府
県
宛
て
は
、
第
３
回
委
員
会

に
て
各
候
補
者
へ
面
接
を
行
う
こ
と
の

連
絡
。

・
各
候
補
者
宛
て
は
、
第
３
回
委
員
会

で
面
接
を
行
う
こ
と
並
び
に
共
通
質
問

事
項
を
記
載
し
て
通
知
。

●
令
和
２
年
９
月
24
日
（
木
）
開
催
時

刻
は
、
第
２
回
委
員
会
で
決
定
す
る
。

第
３
回
委
員
会
を
開
催
。

各
候
補
者
に
対
す
る
面
接
の
実
施
。

●
令
和
２
年
10
月
８
日（
木
）午
後
２
時

か
ら

第
４
回
委
員
会
を
開
催
。

候
補
者
選
考
の
投
票
、
候
補
者
の
選
定
、

答
申
書
の
作
成
。

• • • • • • • • • •
　

今
後
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ

て
、
委
員
会
を
開
催
し
、
理
事
会
に
答

申
書
を
提
出
す
る
。

　

答
申
書
を
踏
ま
え
、
理
事
会
は
評
議

員
会
へ
議
案
上
程
し
、
可
決
さ
れ
る
と

組
織
代
表
候
補
者
が
決
定
す
る
。

第1回参議院比例代表選挙候補者選考委員会（7/16）

（＊）参議院比例代表選挙候補者
選考委員会委員

※敬称略

〔北海道・東北地区〕（２名）  （北海道）藤田　一雄
 　　（秋田県）梅田　正己
〔関東地区〕（４名） 　　（茨城県）森永　和男
 　　（栃木県）川津　博亨
 　　（埼玉県）今坂　俊介
 　　（山梨県）一瀬　　明
〔東京地区〕（２名） 　　　　　　　岡本　　徹
 　　　　　　　石島　弘己
〔東海・信越地区〕（３名）　  （新潟県）片山　　修
 　　（静岡県）片山　貴之
 　　（愛知県）池山　正仁
〔近畿・北陸地区〕（４名）　  （福井県）山本有一郎
 　　（京都府）吉見　謙治
 　　（大阪府）多名部　実
 　　（兵庫県）岡本　浩一
〔中国・四国地区〕（２名）　  （広島県）甲野　峰基
 　　（香川県）豊嶋　健治
〔九州地区〕（２名） 　　（福岡県）大山　　茂
 　　（長崎県）宮口　　嚴
〔役員から選出する委員〕 （第一副会長）村上　恵一
（３名以内） （第二副会長）村岡　宜明
 　　（理事長）浦田　健二

　

日
本
歯
科
医
師
連
盟
は
令
和
２
年
６
月
26
日
開
催
の
第
１
４
０
回
評
議
員
会

に
お
い
て
、
第
１
号
議
案
で
組
織
代
表
候
補
者
を
推
薦
し
次
期
参
議
院
比
例
代

表
選
挙
に
臨
む
こ
と
を
決
定
し
た
。
で
は
、
我
々
の
代
表
と
な
る
候
補
者
は
ど

の
よ
う
に
決
定
す
る
の
か
。

九州地方をはじめとする令和２年７月豪雨災害に被災しました皆様には謹んでお見舞い
申し上げるとともに、一日も早い復旧を心よりお祈り申し上げます。
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第
１
４
０
回
評
議
員
会

6／26

　

評
議
員
会
は
藤
井
副
会
長
の

開
会
の
辞
に
始
ま
り
、
藤
田
議

長
、
大
山
副
議
長
采
配
の
も
と

進
行
、
議
事
録
署
名
人
指
名
が

行
わ
れ
た
。

　

物
故
会
員
に
対
す
る
黙
祷
の

後
、
高
橋
会
長
は
冒
頭
の
挨
拶

で
、「
諸
外
国
に
比
較
し
た
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
に
よ
る
死

亡
率
が
日
本
は
格
段
に
低
い
。

こ
れ
は
国
民
皆
保
険
制
度
が
あ

る
か
ら
で
、
医
療
関
係
者
の
努

力
の
賜
物
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

を
国
民
に
も
っ
と
周
知
す
べ
き

で
あ
る
。
厚
労
省
か
ら
不
急
の

診
療
を
避
け
ろ
と
の
事
務
連
絡

に
よ
り
会
員
は
診
療
を
自
粛
し

て
い
た
。
そ
の
結
果
、
多
大
な

診
療
報
酬
減
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
国
も
い
ろ
い
ろ
予
算
処
置

を
し
て
く
れ
て
い
る
。
ま
た
慰

労
金
と
し
て
１
人
５
万
円
、
こ

れ
は
コ
ロ
ナ
が
発
生
し
て
か
ら

６
月
30
日
ま
で
の
間
に
10
日
間

勤
務
し
て
い
れ
ば
非
常
勤
に
も

出
ま
す
。
そ
し
て
１
０
０
万
円

を
上
限
と
す
る

感
染
予
防
対
策

費
は
、
消
耗
品

だ
け
で
な
く
器

械
類
に
も
出
る

こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
会
員
の

先
生
方
は
普
段

か
ら
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
プ
リ

コ
ー
シ
ョ
ン
を

遵
守
し
各
診
療

所
の
自
己
負
担

で
感
染
予
防
に

努
め
て
お
り
、

そ
の
お
陰
で
歯

科
で
は
患
者
・

ド
ク
タ
ー
間
の

感
染
に
よ
る
ク

ラ
ス
タ
ー
が

１
件
も
起
き
て
い
な
い
。
コ
ロ

ナ
の
第
２
波
、
第
３
波
の
流
行

に
備
え
て
、
感
染
予
防
対
策
支

援
を
さ
ら
に
要
求
し
て
い
き
た

い
。
こ
ん
な
時
こ
そ
組
織
の
必

要
性
を
感
じ
る
活
動
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
来
賓
と
し
て
、
島

村
大
参
議
院
議
員
が
挨
拶
し

た
。

　

続
く
国
会
報
告
で
は
山
田
宏

参
議
院
議
員
が
、「
国
の
補
正

予
算
の
内
容
を
４
回
に
渡
っ
て

各
都
道
府
県
に
送
ら
せ
て
い
た

だ
い
た
。
さ
ら
に
Ｑ
＆
Ａ
形
式

の
５
つ
目
の
資
料
を
予
定
し
て

い
る
。
ま
た
安
倍
総
理
に
骨
太

方
針
に
歯
科
が
入
る
よ
う
要
望

に
行
っ
た
」
と
報
告
し
た
。

　

浦
田
理
事
長
か
ら
一
般
会
務

報
告
と
会
員
数
報
告
、
冨
山
副

理
事
長
か
ら
会
計
現
況
報
告
が

行
わ
れ
た
。

◇
報
告
に
対
す
る
質
問
等

　

兵
庫
県
・
岡
本
評
議
員
か
ら
、

「
二
次
補
正
が
通
り
慰
労
金
が

も
ら
え
る
と
の
説
明
で
し
た

が
、
兵
庫
県
で
は
知
事
が
慰
労

金
に
関
し
て
交
付
範
囲
が
は
っ

き
り
し
な
い
の
で
交
付
し
な
い

と
発
言
し
て
い
る
。
知
事
の
裁

量
に
よ
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と

の
質
問
に
対
し
て
、
議
長
の
指

名
で
山
田
参
議
院
議
員
が
、「
慰

労
金
に
つ
い
て
は
知
事
の
判
断

に
よ
り
ま
す
。
た
だ
国
の
意
図

と
し
て
は
歯
科
医
院
で
働
い
て

い
る
人
に
出
す
と
い
う
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
連
盟
や
歯
科
医
師

会
か
ら
要
望
し
て
い
た
だ
く
と

共
に
、
国
会
議
員
か
ら
も
き

ち
っ
と
県
の
方
に
お
願
い
を
い

た
し
ま
す
」
と
説
明
し
た
。

　

愛
知
県
・
内
堀
評
議
員
か
ら
、

「
歯
科
は
患
者
減
が
起
き
て
い

る
な
か
感
染
症
対
策
を
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
感

染
予
防
対
策
費
を
単
年
度
だ
け

で
な
く
来
年
度
以
降
も
継
続
的

に
お
願
い
し
た
い
」
と
要
望
し

た
。

第
１
号
議
案
：
次
期
参
議
院
比

例
代
表
選
出
議
員
選
挙
へ
の
対

応
　

浦
田
理
事
長
か
ら
次
期
参
議

員
比
例
代
表
選
挙
に
組
織
代
表

候
補
者
を
擁
立
し
て
選
挙
に
臨

む
旨
の
提
案
理
由
の
説
明
後
に

次
の
質
疑
が
な
さ
れ
た
。

　

東
京
都
・
有
吉
評
議
員
か
ら
、

「
せ
っ
か
く
代
表
者
の
先
生
方

が
お
集
り
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
選
考
委
員
会
で
は
な
く
評

議
員
会
で
候
補
者
を
決
定
す
れ

ば
よ
い
と
思
う
」
と
の
意
見
に

対
し
、
浦
田
理
事
長
か
ら
、「
今

回
は
規
約
・
規
則
に
基
づ
き
、

日
歯
連
盟
と
し
て
全
国
が
一
丸

と
な
っ
て
選
挙
に
臨
め
る
よ
う

に
し
た
い
」
と
答
弁
。

　

こ
こ
で
裁
決
が
行
わ
れ
、
本

評
議
員
会
で
候
補
者
を
最
終
的

に
決
定
す
る
こ
と
。
ま
た
、
候

補
者
を
擁
立
し
て
次
期
参
議
院

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
に
臨

む
こ
と
、
並
び
に
候
補
者
選
考

委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

第
２
号
議
案
：
日
本
歯
科
医
師

連
盟
の
運
営
に
係
る
規
約
及
び

諸
規
則
の
一
部
改
訂
に
つ
い
て

　

浦
田
理
事
長
か
ら
提
案
理
由

説
明
後
に
次
の
質
疑
が
な
さ
れ

た
。

　

岡
山
県
・
南

評
議
員
か
ら
、

「
評
議
員
会
の

決
議
事
項
の
最

初
に
会
員
の
戒

告
ま
た
は
除
名

が
あ
る
の
は
考

慮
す
べ
き
で
は

な
い
か
」
と
の

質
問
に
対
し
、

村
岡
副
会
長

が
、「
日
本
歯

科
医
師
会
定
款

で
も
同
様
の
扱

い
に
な
っ
て
い

る
。
一
番
重
要

な
事
項
で
あ
る

た
め
最
初
に
記

載
し
て
い
る
」

と
答
弁
。

　

こ
こ
で
裁
決
が
行
わ
れ
、
賛

成
多
数
で
原
案
通
り
可
決
・
確

定
し
た
。

第
３
号
議
案
：
令
和
元
年
度
一

般
会
計
収
支
決
算

第
４
号
議
案
：
令
和
元
年
度
政

治
活
動
運
営
会
計
収
支
決
算

第
５
号
議
案
：
令
和
元
年
度
選

挙
関
係
管
理
会
計
収
支
決
算

第
６
号
議
案
：
令
和
元
年
度
役

員
退
職
金
積
立
金
会
計
収
支
決

算第
７
号
議
案
：
令
和
元
年
度
運

営
基
金
積
立
金
会
計
収
支
決
算

　

冨
山
副
理
事
長
に
よ
り
第
３

号
議
案
か
ら
第
７
号
議
案
の
提

案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
た

後
、
渡
辺
常
任
監
事
が
監
査
報

告
を
行
っ
た
。
そ
の
後
に
次
の

質
疑
が
な
さ
れ
た
。

　

富
山
県
・
山
﨑
評
議
員
か
ら
、

「
政
治
セ
ミ
ナ
ー
延
期
の
キ
ャ

ン
セ
ル
料
は
延
期
の
都
度
か
か

る
の
か
」
と
の
質
問
に
対
し
、

浦
田
理
事
長
か
ら
、「
延
期
に

よ
る
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料

は
な
く
看
板
代
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
ほ
と
ん
ど
が
資
料
作
成
代

で
あ
る
」
と
答
弁
。

　

そ
の
後
各
議
案
の
裁
決
が
そ

れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
す
べ
て
賛
成

多
数
で
原
案
通
り
可
決
・
確
定

し
た
。

◇
事
前
質
問

　

東
京
都
・
内
山
評
議
員
か
ら
、

「
会
員
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
し
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
特
別

助
成
金
の
増
額
を
希
望
す
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
国
の
経
済

支
援
策
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
に
わ
か
り
や
す
く
情
報
提
供

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
リ

モ
ー
ト
会
議
の
導
入
に
つ
い
て

の
お
考
え
を
聞
き
た
い
」
と
の

質
問
に
対
し
、
浦
田
理
事
長

が
、「
会
員
数
が
微
減
し
て
い

る
中
で
迅
速
公
平
に
、
コ
ロ
ナ

が
１
回
で
終
わ
る
か
と
い
う
こ

と
も
考
慮
し
金
額
を
決
定
し
て

い
る
。
ま
た
今
回
は
会
費
納
入

会
員
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、

全
て
の
会
員
へ
と
い
う
こ
と
で

会
員
数
に
乗
じ
て
支
給
し
て
い

る
。
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
各

都
道
府
県
に
メ
ー
ル
で
お
送
り

し
て
お
り
、
時
間
差
が
あ
る
が

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
る
。
個
人
で
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
登
録
い
た
だ
け
れ
ば
迅
速

に
情
報
を
送
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
リ
モ
ー
ト
会
議
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
し
て
進
め
た

い
」
と
答
弁
し
た
。

　

大
山
副
議
長
よ
り
以
下
の
２

つ
の
質
問
は
関
連
が
あ
り
執
行

部
は
一
括
し
て
答
弁
す
る
よ
う

指
示
あ
り
。

　

京
都
府
・
吉
見
評
議
員
か
ら
、

「
選
挙
の
た
め
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用

に
つ
い
て
の
要
望
と
し
て
、
公

職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

選
挙
運
動
が
解
禁
に
な
り
ま
し

た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
積
極
的
に
活
用

し
た
い
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
の
注

意
点
や
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
教
え
て

欲
し
い
」
と
質
問
。

　

熊
本
県
・
伊
藤
評
議
員
か

ら
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
連

盟
活
動
に
つ
い
て
、
近
年
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

利
用
し
た
選
挙
活
動
も
盛
ん
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
日
歯

連
盟
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

活
動
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
お
考
え
で
し
ょ
う
か
」
と
の

質
問
に
対
し
、
浦
田
理
事
長
が
、

「
今
後
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
選
挙
活
動
に

重
要
で
す
し
、
い
ろ
い
ろ
な
活

動
の
情
報
を
早
く
送
る
た
め
に

も
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
を

会
員
の
先
生
方
に
お
願
い
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
秋
の

臨
時
評
議
員
会
で
協
議
と
し
て

挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
ど

う
い
う
手
段
が
先
生
方
に
負
担

な
く
集
め
ら
れ
る
か
検
討
し
た

い
。
広
報
誌
に
も
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
の
登
録
を
お
願
い
し
よ
う

と
思
い
ま
す
が
、
登
録
者
に
は

医
療
関
連
ニ
ュ
ー
ス
、
ポ
ス

タ
ー
の
デ
ー
タ
、
支
援
対
策
等

を
送
ら
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
会
議
も
出

来
る
と
こ
ろ
か
ら
徐
々
に
進
め

た
い
」
と
答
弁
し
た
。

　

以
上
に
て
全
日
程
が
終
了

し
、
村
上
副
会
長
の
閉
会
の
辞

で
評
議
員
会
を
終
了
し
た
。

　

日
本
歯
科
医
師
連
盟
は
令
和
２
年
６
月
26
日
（
金
）
午
後
１
時
よ
り
東
京
・
市
ヶ
谷
の
歯
科

医
師
会
館
に
お
い
て
第
１
４
０
回
評
議
員
会
を
開
催
し
、
次
期
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選

挙
へ
の
対
応
、
規
約
及
び
諸
規
則
の
一
部
改
訂
、
各
会
計
収
支
決
算
等
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、

す
べ
て
を
可
決
し
た
。

報
　
　
告

議
　
　
事

開会の辞を述べる藤井副会長他、日歯連盟各役員

挨拶する高橋会長

第140回評議員会（6/26）

　

本
来
な
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
華
や
か
に
開
幕
し
、
世
界
中

が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る

は
ず
だ
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
全
国
各
地

で
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
が
相
次
ぎ
、

事
態
の
収
束
を
願
っ
て
は
い
る 

も
の
の
、
先
が
見
通
せ
な
い
不

安
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
夏
本
番
を
迎
え
る
の
に

今
年
は
寂
し
い
夏
に
な
り
そ
う

だ
▼
感
染
対
策
と
し
て
参
加
者

の
安
全
と
健
康
を
第
一
に
考
え
る

と
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
延
期
は

や
む
を
得
な
い
判
断
で
あ
ろ
う
。

今
後
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
に
ど
う
備
え
る
べ
き

か
。
イ
ベ
ン
ト
も
大
幅
に
形
を
変

え
た
開
催
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
し
、
私
た
ち
自

身
も
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
実

践
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
▼

第
１
４
０
回
評
議
員
会
に
お
い

て
次
期
参
議
院
比
例
代
表
選
挙

に
組
織
代
表
候
補
者
を
擁
立
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。
候
補
者
が
決

定
す
る
ま
で
の
流
れ
を
迅
速
か

つ
正
確
に
お
伝
え
す
る
た
め
に
、

決
定
事
項
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随

時
更
新
し
て
い
く
▼
こ
れ
か
ら

の
政
治
活
動
や
選
挙
活
動
の
あ

り
方
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
を
視

野
に
入
れ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
を
さ
ら
に
展
開

し
、
２
年
後
の
選
挙
に
向
け
て

体
制
を
整
え
た
い
。
日
々
刻
々
と

変
わ
る
状
況
の
中
で
も
、
す
べ
て

の
会
員
の
皆
様
に
確
実
に
伝
わ
る

広
報
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

広報副委員長
米山ゆき子
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令
和
２
年
６
月
５
日
（
金
）、

午
後
２
時
よ
り
歯
科
医
師
会
館

に
お
い
て
都
道
府
県
歯
科
医
師

連
盟
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ

た
。
本
会
議
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ
形
式
で
行
っ
た
。

　

村
岡
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶

に
続
き
、
座
長
に
は
村
上
副
会

長
が
選
出
さ
れ
た
。

　

高
橋
会
長
は
冒
頭
の
挨
拶
で

「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に

つ
い
て
大
変
苦
戦
は
し
て
い
る

が
、
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
組

織
と
し
て
活
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
肝
に
銘
じ
て
い
る
。

会
員
の
経
営
権
を
守

り
会
員
が
安
心
し
て

診
療
で
き
る
環
境
を

作
る
た
め
、
執
行
部

と
し
て
必
死
に
対
応

し
て
い
る
。

　

昨
年
本
執
行
部
が

立
ち
上
が
り
、
先

ず
診
療
報
酬
改
定
に

つ
い
て
は
、
日
歯
と

連
携
し
同
じ
方
向
性

を
持
っ
た
内
容
で
確

保
で
き
た
。
ま
た
会

員
の
減
少
を
食
い
止

め
、
日
歯
の
会
員
数
の
８
割
を

超
え
る
と
い
う
一
つ
の
目
標
が

あ
り
、
そ
れ
に
向
け
て
歩
み
始

め
た
と
こ
ろ
に
、
貴
金
属
の
高

騰
の
問
題
が
生
じ
て
き
た
。
特

に
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
に
は

異
常
と
も
思
え
る
高
騰
が
あ

り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
日
歯
と

共
に
対
応
し
７
月
か
ら
は
「
逆

ザ
ヤ
」
が
解
消
さ
れ

る
方
向
と
な
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
日
々
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
第
二
次
補

正
予
算
が
確
定
し
、

診
療
所
へ
の
財
政
的

支
援
等
の
情
報
が
わ

か
り
次
第
、
迅
速
に

お
伝
え
し
て
い
き
た

い
。
タ
イ
ム
ラ
グ
が

生
じ
る
こ
と
な
く
全

て
の
会
員
の
先
生
方

へ
発
信
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ

の
た
め
に
も
各
都
道
府
県
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

　

国
会
報
告
は
、
山
田
宏
参
議

院
議
員
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
支

援
制
度
の
説
明
の
他
、
自
身
の

活
動
報
告
が
あ
っ
た
。

⑴
一
般
会
務
報
告

　

浦
田
理
事
長
よ
り
一
般
会
務

報
告
が
行
わ
れ
、
山
下
副
理
事

長
か
ら
は
会
員
数
報
告
が
な
さ

れ
た
。

⑵
会
計
現
況
報
告

　

冨
山
副
理
事
長
よ
り
会
計
現

況
報
告
が
行
わ
れ
た

⑶
そ
の
他

　

浦
田
理
事
長
よ
り
第
１
３
９

回
評
議
員
会
に
上
程
し
た
議

案
に
対
す
る
結
果
お
よ
び
第

１
４
０
回
評
議
員
会
の
開
催
日

程
に
つ
い
て
、
ま
た
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
に
関
す
る
支
援

等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

◇
報
告
に
対
す
る
質
問
等

　

秋
田
県
・
藤
原
会
長
よ
り
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
対
応
す
る
た
め
の
、
第
二
次

補
正
予
算
決
定
後
の
医
院
へ
給

付
さ
れ
る
補
助
金
に
つ
い
て
の

質
問
に
対
し
て
、
浦
田
理
事
長

が
答
弁
。

　

茨
城
県
・
森
永
会
長
よ
り
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
係
る

各
種
補
助
金
、
助
成
金
の
申
請

手
続
き
に
関
す
る
質
問
に
対
し

て
浦
田
理
事
長
、
山
田
議
員
が

説
明
し
た
。

⑴
時
局
対
策

　

１
、
浦
田
理
事
長
よ
り
次
期

参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選

挙
へ
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
協
議
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
秋
田
県
・

藤
原
会
長
、
熊
本
県
・
伊
藤
会

長
、
岐
阜
県
・
阿
部
会
長
、
茨

城
県
・
森
永
会
長
よ
り
質
問
、

意
見
、
要
望
が
あ
っ
た
。

　

２
、
浦
田
理
事
長
よ
り
選
考

委
員
会
に
つ
い
て
、
委
員
の
選

定
と
日
程
に
つ
い
て
説
明
が
あ

っ
た
。

⑵
そ
の
他

　

浦
田
理
事
長
よ
り
第
１
４
０

回
評
議
員
会
の
開
催
方
法
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
各

会
員
へ
の
情
報
発
信
の
方
法
に

つ
い
て
各
都
道
府
県
の
協
力
を

求
め
た
。

　

最
後
に
、
藤
井
副
会
長
の
閉

会
の
挨
拶
で
会
議
は
終
了
し

た
。

　

政
府
は
経
済
財
政
運
営
の
基
本
指
針
で
あ
る
い
わ

ゆ
る
「
骨
太
の
方
針
」
を
７
月
17
日
に
閣
議
決
定
し
た
。

本
年
も
昨
年
に
続
き
歯
科
に
係
る
内
容
が
記
載
さ
れ

た
（
掲
載
部
分
は
赤
字
部
分
、
詳
細
は
８
面
記
事
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
）。

　

２
０
１
７
年
に
初
め
て
歯
科
に
関
す
る
内
容
が
明

記
さ
れ
、
年
々
そ
の
内
容
は
充
実
し
て
き
た
。
本
年
は

全
体
量
が
ス
リ
ム
化
さ
れ
た
が
、
歯
科
の
重
要
性
に
つ

い
て
更
に
明
記
さ
れ
た
内
容
で
決
定
し
た
。
こ
れ
は
日

頃
の
連
盟
活
動
の
結
果
、
政
府
が
政
策
に
お
い
て
、
歯

科
の
重
要
性
に
認
識
を
示
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

都
道
府
県
歯
科
医
師
連
盟
会
長
会
議

6／5

報
　
　
告

協
　
　
議

都道府県歯科医師連盟会長会議（6/5）

会議はWeb形式で行われた

経済財政運営と改革の基本方針2020　～危機の克服、そして新しい未来へ～
令和2年7月17日（抜粋）

4．「新たな日常」を支える包摂的な社会の実現
⑴「新たな日常」に向けた社会保障の構築
①「新たな日常」に対応した医療提供体制の構築等
（柔軟かつ持続可能な医療提供体制の構築）
感染症の次の大きな波も見据え、今までの経験で明らかになった医療提供体制等の課題に早急に対応す
る。都道府県が、二次医療圏間の病床や検査能力等の把握と必要な調整を円滑に行えるようにするとと
もに、医療機関間での医療従事者協力等を調整できる仕組みを構築する。加えて、都道府県間を超えた
病床や医療機器の利用、医療関係者の配置等を厚生労働大臣が調整する仕組みを構築する。累次の診療
報酬上の特例的な対応や新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金等による対策の効果を踏まえつ
つ、患者が安心して医療を受けられるよう、引き続き、医療機関・薬局の経営状況等も把握し、必要な
対応を検討し、実施する。また、本年の薬価調査を踏まえて行う2021年度の薬価改定については、骨
太方針2018等の内容に新型コロナウイルス感染症による影響も勘案して、十分に検討し、決定する。
感染症への対応の視点も含めて、質が高く効率的で持続可能な医療提供体制の整備を進めるため、可能
な限り早期に工程の具体化を図る。その際、地域医療構想調整会議における議論の活性化を図るととも
に、データに基づく医療ニーズを踏まえ、都道府県が適切なガバナンスの下、医療機能の分化・連携を
推進する。
病院と診療所の機能分化・連携等を推進しつつ、かかりつけ機能の在り方を踏まえながら、かかりつけ
医・かかりつけ歯科医・かかりつけ薬剤師の普及を進める。

～　中　略　～

②「新たな日常」に対応した予防・健康づくり、重症化予防の推進
「新たな日常」に対応するため、熱中症対策に取り組むとともに糖尿病、循環器病などの生活習慣病や
慢性腎臓病の予防・重症化予防を多職種連携により一 層推進する。新たな技術を活用した血液検査など
の実用化を含め、負荷の低い健診に向けた健診内容の見直し・簡素化等を前倒しするとともに、オンラ
インでの健康相談の活用を推進する。
かかりつけ医等が患者の社会生活面の課題にも目を向け、地域社会における様々な支援へとつなげる取
組についてモデル事業を実施する。
細菌性やウイルス性の疾患の予防という観点も含め、口腔の健康と全身の健康の関連性を更に検証し、
エビデンスの国民への適切な情報提供、生涯を通じた歯科健診、フレイル対策 ・ 重症化予防にもつな
がる歯科医師、 歯科衛生士による歯科口腔保健の充実、歯科医療専門職間、医科歯科、介護、障害福祉
関係機関との連携を推進し、歯科保健医療提供体制の構築と強化に取り組む。

歯
科
の
重
要
性
に
つ
い
て

更
に
明
記
！

「
骨
太
の
方
針
」

閣
議
決
定

挨拶する高橋会長
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後
に
名
古
屋
市
長
選

挙
が
あ
っ
た
わ
け
で

す
が
、
こ
の
非
常
に

厳
し
い
選
挙
の
取
り

ま
と
め
も
お
受
け
く

だ
さ
っ
た
の
が
歯
科

医
師
連
盟
の
先
生
方

で
し
た
。

　

現
在
、愛
知
県
議
、

名
古
屋
市
議
を
含
め

て
80
名
近
い
議
員
が

仲
間
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

デ
ン
タ
ル
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
も
国
会
議
員
、
歯
科

医
師
連
盟
、
歯
科
医
師
会
の
集

ま
り
で
し
た
が
、
歯
科
医
師
連

盟
の
先
生
方
の
お
力
で
地
方
議

員
も
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
私
の
後

援
会
会
長
も
愛
知
県
歯
科
医
師

会
の
前
会
長
で
あ
る
渡
辺
正
臣

先
生
に
務
め
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

内
堀　
愛
知
県
は
モ
ノ
づ
く
り

が
盛
ん
で
労
働
者
が
多
く
、
労

働
組
合
が
非
常
に
強
い
県
で
す

か
ら
、
選
挙
と
な
る
と
な
か
な

か
厳
し
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

自
民
党
に
逆
風
が
吹
い
た
時
、

藤
川
先
生
が
県
連
会

長
を
引
き
受
け
ら
れ

て
大
変
苦
労
さ
れ
た

そ
の
姿
を
我
々
も
見

て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
こ
か
ら
愛
知
県

の
自
民
党
の
立
て
直

し
を
さ
れ
た
の
が
藤

川
県
連
会
長
で
す
の

で
、
歯
科
医
師
連
盟

と
し
て
微
力
な
が
ら

お
手
伝
い
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
毎

年
５
月
に
行
わ
れ
る

米
山
ゆ
き
子
広
報
副
委
員
長

（
以
下
、
米
山
）　
本
日
は
大
変

お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
お
話
を
お

伺
い
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
は
内
堀
会
長
に
愛
知
県
歯

科
医
師
連
盟
の
主
な
活
動
を
お

話
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う

か
。

内
堀
典
保
会
長
（
以
下
、内
堀
）

　

愛
知
県
歯
連
盟
は
、
こ
れ
ま

で
選
挙
活
動
が
主
体
と
成
り
が

ち
で
し
た
が
、
現
在
は
広
報
活

動
、
啓
発
活
動
、
要
望
活
動
の

三
本
柱
で
の
活
動
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
デ
ン
タ

ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
議
員
の

皆
様
に
歯
科
医
療
の
必
要
性
や

重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
た
啓
発
活
動

と
位
置
付
け
て
、
毎
年
５
月
に

開
催
し
て
お
り
、
50
名
以
上
の

自
民
党
愛
知
県
連
所
属
の
国
会

議
員
、
愛
知
県
議
会
議
員
の
皆

様
に
ご
出
席
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
時
流
を
先
取
り
す
る

テ
ー
マ
を
選
ん
で
行
う
よ
う
に

し
て
お
り
、
最
近
で
は
「
口
腔

が
ん
に
つ
い
て
考
え
る
」「
健

康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
た
医

科
歯
科
連
携
─
フ
レ
イ
ル
・
サ

ル
コ
ぺ
ニ
ア
・
認
知
症
の
視
点

か
ら
─
」
な
ど
、
様
々
な
角
度

か
ら
歯
科
の
重
要
性
を
訴
え
る

べ
く
内
容
で
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
講
演
会
後

は
、
選
挙
区
毎
に
地
元
の
議
員

さ
ん
と
意
見
交
換
会
を
行
い
、

さ
ら
に
有
意
義
な
時
間
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
年
は
残
念
な

が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
是
非
ま
た
開
催
で
き
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
７
月
か
ら
は

自
民
党
愛
知
県
連
の
政
策
懇

談
会
、
自
民
党
愛
知
県
議
員

団
（
57
名
）
と
の
協
議
会
等
で

要
望
活
動
を
行
い
、
我
々
の
政

策
の
具
現
化
に
あ
た
り
、
自
民

党
愛
知
県
連
に
は
常
日
頃
か
ら

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

米
山　
藤
川
議
員
は
現
在
、
自

民
党
愛
知
県
支
部
連
合
会
の
会

長
を
お
務
め
に
な
っ
て
お
ら
れ

ま
す
ね
。

藤
川
政
人
議
員
（
以
下
、藤
川
）

　

愛
知
県
の
選
挙
区
は
15
区
あ

り
ま
す
が
、
２
０
０
９
年
８
月

の
政
権
交
代
と
な
っ
た
衆
議
院

選
挙
で
は
自
民
党
愛
知
県
連
に

お
い
て
も
全
選
挙
区
で
当
時
の

民
主
党
に
負
け
る
こ
と
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
２
年
後
の
２
０
１
１
年

か
ら
私
は
、
自
民
党
愛
知
県
連

会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

わ
け
で
す
が
、
愛
知
県
で
言
え

ば
、
そ
れ
ま
で
自
民
党
の
支
援

者
だ
っ
た
方
々
が
、
野
党
と
な

っ
た
自
民
党
に
諸
手
を
挙
げ
て

応
援
を
し
て
下
さ
る
か
と
言
え

ば
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
よ
う
な
自
民
党
に
と

り
ま
し
て
大
変
厳
し
い
中
で
も

愛
知
歯
科
医
師
連
盟
の
先
生
方

に
は
、
そ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
と
い
う

恩
義
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

自
民
政
権
に
戻
っ
た
４
か
月

デ
ン
タ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、

県
連
会
長
の
号
令
一
下
、
自
民

党
所
属
の
国
会
議
員
、
県
会
議

員
の
ほ
と
ん
ど
の
先
生
方
ご
本

人
に
ご
出
席
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
大
変
お
忙
し
い
中

で
も
た
く
さ
ん
の
方
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が

た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

米
山　
内
堀
会
長
は
現
愛
知
県

知
事
の
選
挙
事
務
長
を
務
め
ら

れ
た
と
の
こ
と
で
す
ね
。

内
堀　
愛
知
県
知
事
選
挙
に
お

い
て
は
、
自
民
党
推
薦
候
補
者

の
選
挙
事
務
長
を
愛
知
県
歯
科

医
師
連
盟
会
長
が
代
々
歴
任
し

て
お
り
、
私
も
昨
年
２
月
の
愛

知
県
知
事
選
挙
に
お
い
て
選
挙

事
務
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
与
野
党
相
乗
り
の

選
挙
で
投
票
率
が
大
変
心
配
で

あ
り
ま
し
た
が
、
過
去
最
多
得

票
・
最
多
得
票
率
を
獲
得
す
る

こ
と
が
で
き
、
何
と
か
大
役
を

務
め
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
全

国
的
に
県
知
事
選
挙
の
事
務
長

を
歯
科
医
師
連
盟
の
会
長
が
引

き
受
け
る
の
は
少
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

藤
川　
現
知
事
の
２
期
目
か
ら

私
ど
も
も
し
っ
か
り
と
選
挙
の

お
手
伝
い
が
で
き
る
体
制
が
で

き
ま
し
て
、
昨
年
２
月
に
は
内

堀
会
長
に
選
挙
の
取
り
ま
と
め

を
し
て
い
た
だ
い
て
、
全
て
の

演
説
会
場
で
内
堀
会
長
と
お
会

い
で
き
ま
し
た
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
に
頼
ら
な
い
演
説
を
内
堀
会

長
が
各
会
場
で
し
て
い
た
だ
け

た
と
い
う
の
は
ま
だ
記
憶
に
新

し
い
で
す
ね
。

内
堀　
前
会
長
の
渡
辺
正
臣
先

生
か
ら
引
き
継
ぎ
、
そ
の
翌
年

の
選
挙
で
し
た
。
常
時
連
盟
活

動
は
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

い
ざ
選
挙
と
な
る
と
選
挙
の
や

り
方
が
わ
か
ら
な
い
わ
け
で

す
。
応
援
演
説
に
入
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
、
藤
川
先
生
か
ら
も

ご
教
示
い
た
だ
き
な
が
ら
、
選

挙
に
つ
い
て
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は

初
め
て
の
県
知
事
選
の
事
務
長

で
し
た
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
非
常

に
多
か
っ
た
で
す
ね
。
ま
た
、

各
会
場
で
様
々
な
方
と
顔
を
合

わ
せ
て
直
接
お
話
が
で
き
る
間

柄
に
な
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
つ
の
選
挙
を
通
じ
て
意
思
の

疎
通
が
生
ま
れ
、
大
き
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

米
山　
内
堀
会
長
に
愛
知
県
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
し
て
の
取
り
組
み

を
お
尋
ね
し
ま
す
。

内
堀　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
４
月
16
日

に
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
緊
急

事
態
宣
言
が
全
都
道
府
県
に
出

さ
れ
５
月
25
日
に
解
除
さ
れ
ま

し
た
。
当
初
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ

る
歯
科
医
療
現
場
の
感
染
リ
ス

ク
が
高
く
危
険
だ
と
い
う
過
剰

な
報
道
に
よ
り
、
国
民
の
間
に

は
歯
科
医
療
は
危
険
だ
と
認
識

さ
れ
て
、
受
診
抑
制
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
愛
知
県
で
も

少
な
か
ら
ず
会
員
の
先
生
方
は

影
響
を
受
け
ま
し
た
。
た
だ
、

患
者
さ
ん
自
身
の
判
断
に
よ
る

治
療
中
断
や
延
期
は
、
歯
周
病

等
の
重
症
化
を
招
き
、
健
康
を

害
す
る
危
険
性
も
あ
る
こ
と
か

ら
、「
究
極
の
防
御　

口
腔
健

康
管
理
で
免
疫
力
ア
ッ
プ
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
口
腔
内
を
健

康
に
維
持
す
る
こ
と
が
感
染
症

予
防
・
全
身
の
健
康
に
繋
が
る

こ
と
を
県
民
に
対
し
て
周
知
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
し
、
こ

れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

米
山
　
藤
川
議
員
は
財
務
副
大

臣
と
い
う
要
職
に
あ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

で
か
な
り
の
激
務
で
あ
っ
た
と

お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

藤
川
　
昨
年
９
月
に
財
務
副
大

臣
を
拝
命
し
、
す
で
に
約
10
ヶ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
副
大
臣
に

就
任
し
て
以
降
、
昨
年
末
に
か

け
て
は
、
麻
生
大
臣
を
補
佐
す

る
形
で
予
算
編
成
及
び
税
制
改

正
に
携
わ
り
、
年
明
け
以
降
は
、

予
算
・
税
法
の
国
会
審
議
に
臨

み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ご
指
摘

の
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
拡
大
し
、
４
月
に

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て

以
降
は
、
今
回
の
感
染
症
対
応

に
関
す
る
政
府
対
策
本
部
に
、

大
臣
の
代
理
と
し
て
出
席
し
て

き
た
ほ
か
、
感
染
拡
大
へ
の
対

応
の
た
め
の
２
度
に
わ
た
る
補

正
予
算
の
編
成
に
携
わ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
国
会
お
よ
び
政
府

の
機
能
を
と
め
な
い
と
い
う
こ

と
が
基
本
に
な
り
ま
す
か
ら
、

４
月
以
降
、
６
月
に
通
常
国
会

が
閉
会
す
る
ま
で
は
、
一
度
も

地
元
の
愛
知
県
に
戻
る
こ
と
は

で
き
ず
、
単
身
で
東
京
に
と
ど

ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
経
験
は
、
国
会
議
員
に

な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
こ
と
で

す
。

米
山
　
歯
科
医
療
現
場
で
の
感

染
リ
ス
ク
が
高
い
と
言
わ
れ
て

い
た
中
、
患
者
さ
ん
へ
の
感
染

は
一
例
も
な
か
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。

内
堀
　
我
々
歯
科
医
師
は
常
日

頃
か
ら
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
相

手
に
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
リ
コ

ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
感
染
予

防
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
昨
日
今
日
始
ま
っ
た
こ
と

で
は
な
く
ず
っ
と
続
け
て
き
た

県
知
事
選
挙
の

事
務
長
を
代
々
歴
任

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

衆
議
院
議
員
ゼ
ロ

か
ら
の
立
て
直
し

三
本
柱
の
連
盟
活
動

〈
５
面
に
続
く
〉

　

日
歯
連
盟
広
報
１
４
５
号
か
ら
始
ま
っ
た
連
載
企
画「
都

道
府
県
か
ら
歯
科
医
療
を
語
る
」。
第
４
回
と
な
る
今
号
は

愛
知
県
歯
科
医
師
連
盟
の
内
堀
典
保
会
長
と
愛
知
県
選
出

で
財
務
副
大
臣
の
藤
川
政
人
参
議
院
議
員
に
話
を
伺
っ
た
。

都道府県からから
歯科医療歯科医療を語るを語る

内堀  典保
愛知県歯科医師連盟会長

藤川  政人
参議院議員（愛知県選挙区）

第
４
回

（聞き手：米山ゆき子　日本歯科医師連盟広報副委員長）
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〈
４
面
か
ら
の
続
き
〉

こ
と
な
の
で
す
。
感
染
者
が
出

ず
、
ク
ラ
ス
タ
ー
に
も
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
対

策
を
講
じ
て
き
た
証
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
た
だ
そ
れ
に
対
す

る
手
当
が
今
ま
で
な
か
っ
た
こ

と
も
事
実
で
す
。
今
回
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
顕
在
化
し
て
き

て
、
第
二
次
補
正
予
算
で
は
感

染
拡
大
防
止
等
の
支
援
金
が
支

給
さ
れ
る
な
ど
の
予
算
を
つ
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
是
非
と

も
こ
れ
を
継
続
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
し
、
こ
の
よ

う
な
緊
急
事
態
時
は
日
頃
か
ら

の
要
望
活
動
が
大
変
重
要
で
あ

る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

米
山
　
藤
川
議
員
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

国
の
政
策
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
。

藤
川
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て
は
、
年
明
け

以
降
、
中
国
を
中
心
と
し
て
国

際
的
な
感
染
拡
大
が
見
ら
れ
る

中
、
ま
ず
は
、
帰
国
者
支
援
や

ク
ル
ー
ズ
船
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
・

プ
リ
ン
セ
ス
号
へ
の
対
応
を
含

め
水
際
対
策
に
注
力
し
た
の

ち
、
そ
の
後
の
国
内
に
お
け
る

新
型
感
染
症
の
拡
大
と
い
う
近

年
我
が
国
が
直
面
し
た
こ
と
の

な
い
状
況
に
対
応
し
、
必
要
な

措
置
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
特

に
、
４
月
に
は
、
感
染
者
の
増

加
傾
向
や
医
療
提
供
体
制
の
ひ

っ
迫
を
受
け
て
緊
急
事
態
宣
言

を
行
い
、
国
民
の
皆
様
に
対
し

て
、
感
染
拡
大
防
止
に
は
人
と

人
と
の
接
触
機
会
を
徹
底
的
に

減
ら
す
こ
と
が
必
要
と
の
認
識

の
も
と
、
不
要
不
急
の
外
出
の

自
粛
を
要
請
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
国
民
の
皆
様
の
ご
協

力
や
医
療
現
場
の
懸
命
の
取
組

が
あ
っ
て
緊
急
事
態
宣
言
は
一

旦
解
除
で
き
た
わ
け
で
す
が
、

今
後
も
厳
重
な
警

戒
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
４

月
以
降
、
政
府
と

し
て
は
、
２
度
に

わ
た
り
合
計
で
財

政
支
出
１
２
０
兆

円
、
事
業
規
模

２
３
０
兆
円
の
大

型
の
補
正
予
算
を

策
定
し
、
感
染
拡

大
の
防
止
や
医
療

提
供
体
制
の
整

備
、
お
よ
び
、
雇

用
や
生
活
の
維
持

に
必
要
な
施
策
を

大
胆
に
講
じ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
補
正
予
算

に
よ
り
、
感
染
拡
大
防
止
・
医

療
提
供
体
制
の
整
備
の
観
点
か

ら
は
、
各
自
治
体
の
取
組
を
強

力
に
支
援
す
べ
く
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括

支
援
交
付
金
」
を
創
設
・
拡
充

し
、
歯
科
も
含
め
て
、
医
療
機

関
等
に
お
け
る
感
染
防
止
に
要

す
る
費
用
の
補
助
を
行
っ
た
ほ

か
、
医
療
従
事
者
の
皆
様
等
へ

慰
労
金
を
お
配
り
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
雇
用
や
生
活
の
維
持

の
観
点
か
ら
は
、
雇
用
を
維
持

す
る
た
め
の
雇
用
調
整
助
成
金

の
大
幅
な
拡
充
や
、
事
業
者
向

け
に
対
す
る
強
力
な
資
金
繰
り

支
援
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者

等
や
全
国
全
て
の
方
々
に
対
す

る
新
た
な
給
付
金
制
度
の
創
設

等
の
前
例
の
な
い
措
置
を
講
じ

て
き
ま
し
た
。

内
堀
　
引
き
続
き
、
第
２
波
、

第
３
波
に
備
え
て
、
更
な
る
感

染
予
防
対
策
を
講
じ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
令
和
３

年
度
予
算
に
お
い
て
、
感
染
予

防
対
策
設
備
整
備
に
関
す
る
予

算
の
拡
大
、
ま
た
新
た
な
感
染

予
防
対
策
の
予
算
付
け
も
お
考

え
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
藤
川
先
生
に
は

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
川
　
令
和
３
年
度
予
算
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
か
ら
各
省
庁
に

よ
る
概
算
要
求
が
行
わ
れ
、
予

算
編
成
プ
ロ
セ
ス
が
本
格
化
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
我

が
国
の
財
政
状
況
を
考
え
れ

ば
、
も
ち
ろ
ん
野
放
図
な
財
政

支
出
の
拡
大
は
許
さ
れ
な
い
わ

け
で
す
が
、
他
方
、
時
々
の
課

題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
て
必
要
な
予
算
を

確
保
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

感
染
拡
大
の
第
２
波
、
第
３
波

が
い
つ
来
て
も
お
か
し
く
な
い

状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
は
、
予
算
編
成
上
も
最
重
要

の
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
今
お
話
の
あ
っ
た
、

歯
科
に
お
け
る
感
染
予
防
対
策

設
備
に
つ
い
て
も
ポ
イ
ン
ト
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
厚
生
労
働
省
と
も
よ
く

議
論
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ら
い
の
小
さ
な
町
が
あ
る
の
で

す
が
、
こ
こ
で
65
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
口
腔
機
能
低
下
症
の

全
数
調
査
を
始
め
ま
し
た
。
実

際
の
口
腔
機
能
と
問
診
票
を
比

較
し
て
い
く
と
、
自
覚
の
な
い

う
ち
に
口
腔
機
能
が
低
下
し
て

い
る
方
が
多
く
み
ら
れ
ま
し

た
。
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
状

態
を
早
期
に
見
つ
け
出
す
こ
と

が
で
き
、
こ
れ
が
非
常
に
大
き

な
意
味
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が

判
り
ま
し
た
。
今
年
度
で
三
年

目
の
事
業
と
な
り
ま
す
が
、
エ

ビ
デ
ン
ス
を
示
す
こ
と
で
今
後

の
歯
科
口
腔
保
健
事
業
が
効
率

的
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
そ

し
て
市
町
村
行
政
も
含
め
た
取

り
組
み
が
今
後
県
下
に
広
が
る

よ
う
、
歯
科
医
師
会
と
し
て
の

活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

米
山
　
エ
ビ
デ
ン
ス
を
示
す
に

は
連
盟
だ
け
で
は
な
か
な
か
難

し
い
部
分
も
あ
り
、
歯
科
医
師

会
と
の
連
携
す
る
こ
と
で
良
い

結
果
が
出
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
辺
を
踏
ま
え

て
藤
川
先
生
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

藤
川
　
ま
さ
に
内
堀
会
長
が
言

わ
れ
た
エ
ビ
デ
ン
ス
が
キ
ー
ワ

ー
ド
の
一
つ
で
、
ど
う
い
う
形

で
コ
ン
プ
リ
ー
ト
さ
れ
た
も
の

が
役
所
側
、
政
府
側
に
伝
わ
る

か
と
い
う
と
こ
ろ
が
重
要
に
な

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
申
し
上
げ
た
い
の
が
、

「
骨
太
の
方
針
２
０
２
０
」
の

原
案
が
つ
い
数
日
前
に
出
ま
し

て
、
先
生
方
の
ご
尽
力
で
歯
科

の
明
記
を
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
の
は
事
実
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
広
報
紙
が
出
来
上
が

る
こ
ろ
に
は
、
閣
議
決
定
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
は

大
冊
子
で
は
な
く
て
集
約
し
た

コ
ン
パ
ク
ト
版
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
中
に
お
い
て
も
感

染
症
予
防
の
観
点
か
ら
、
口
腔

機
能
の
充
実
も
含
め
て
、
先
生

方
の
思
い
を
し
っ
か
り
記
述
で

き
る
よ
う
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
の
も

の
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
今

日
い
た
だ
い
た
意
見
も
含
め
て

閣
議
決
定
ま
で
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

米
山
　
最
後
に
内
堀
会
長
に
愛

知
県
歯
科
医
師
連
盟
に
お
け
る

今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

内
堀
　
最
初
に
お
話
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
よ
う
に
愛
知
県
歯
科

医
師
連
盟
は
日
常
の
広
報
活

動
、
啓
発
活
動
、
要
望
活
動
を

三
本
柱
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

選
挙
の
無
い
時
で
も
、
国
会
議

員
の
先
生
、

県
議
会
議
員

の
先
生
方
と

連
絡
を
密
に

し
て
我
々
の

現
場
を
知
っ

て
い
た
だ
く

活
動
を
し
て

お
り
ま
す
。

今
日
の
対
談

で
も
お
分
か

り
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま

す
が
藤
川
先

生
は
財
務
副

大
臣
と
い
う

お
立
場
で
、

歯
科
の
こ
と

を
こ
れ
だ
け

よ
く
ご
存
知
い
た
だ
け
て
お
ら

れ
ま
す
。
歯
科
医
療
の
現
場
に

し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
て
聞
い

て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
歯

科
の
側
か
ら
し
っ
か
り
と
し
た

要
望
、
そ
し
て
歯
科
医
療
の
現

場
を
良
く
す
る
た
め
の
提
言
と

い
う
も
の
を
き
ち
ん
と
ま
と
め

て
出
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
が
県

民
、
国
民
の
健
康
、
歯
と
口
の

健
康
が
全
身
の
健
康
に
つ
な
が

り
、
そ
し
て
フ
レ
イ
ル
問
題
に

も
介
護
の
必
要
が
な
く
な
る
の

で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆

さ
ん
元
気
で
「
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ

リ
」
の
社
会
が
来
て
く
れ
る
こ

と
が
愛
知
県
と
し
て
の
望
み
で

す
ね
。

米
山
　
本
日
は
愛
知
県
の
地
元

愛
に
あ
ふ
れ
た
大
変
貴
重
な
お

話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
こ
の
対
談
は
令
和
２
年
７
月

10
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
）

愛知県歯科医師連盟 会長
内堀  典保

昭和53年３月	 愛知学院大学歯学部卒業
昭和57年３月　藤田学園保健衛生大学
	 医学部大学院修了
	 （病理学専攻	医学博士）
昭和57年９月　名古屋市中村区にて
	 内堀歯科医院を開業
平成３年４月～平成６年３月
　名古屋市中村区歯科医師会理事
平成15年４月～平成17年３月
　愛知県歯科医師会理事
平成18年４月～平成21年３月
　日本歯科医師会	疑義解釈委員会副委員長
平成19年４月～平成23年３月
　愛知県歯科医師会代議員
平成23年４月～平成29年６月
　愛知県歯科医師会副会長
平成23年４月～現在
　日本歯科医師会代議員
平成29年６月～現在
　愛知県歯科医師会会長
平成29年６月～現在
　愛知県歯科医師会青色申告会連合会会長
平成29年６月～現在
　愛知県警察歯科医会会長
平成29年７月～現在
　愛知県歯科医師連盟会長

自由民主党 参議院議員
藤川  政人

昭和35年7月8日生
愛知県選挙区（当選2回）
略歴
昭和35年　愛知県扶桑町生まれ
平成11年　愛知県議会議員　初当選
	 （以降3期当選）
平成22年	 参議院議員選挙　初当選
平成23年	 自民党愛知県連	会長
平成25年	 総務大臣政務官
平成27年	 自民党副幹事長
平成28年	 地方・消費者問題に関する	
	 特別委員会委員長
平成28年	 財政金融委員長
平成30年	 参議院国会対策委員会
	 筆頭副委員長

現在　財務副大臣
　　　自民党愛知県連会長

要
望
活
動
に
は
エ
ビ

デ
ン
ス
が
不
可
欠

写真左から池山愛知県歯連盟理事長、内堀愛知県歯連盟会長、
藤川参議院議員、米山広報副委員長

米
山
　
愛
知
県
に
お
い
て
厚
生

労
働
省
老
健
局
補
助
金
事
業
が

実
施
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

内
堀
　
我
々
が
要
望
活
動
を
す

る
に
あ
た
っ
て
、
き
ち
ん
と
し

た
エ
ビ
デ
ン
ス
が
な
い
と
、
な

か
な
か
希
望
通
り
に
は
進
め
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
愛
知
県
歯
科
医

師
会
で
そ
れ
に
取
り
組
も
う

と
、
平
成
30
年
に
厚
生
労
働
省

老
健
局
か
ら
研
究
事
業
と
し
て

受
託
し
ま
し
た
。
愛
知
県
に
東

浦
町
と
い
う
人
口
が
５
万
人
く
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（執行率は小数点第二位を四捨五入により算出）

（執行率は小数点第二位を四捨五入により算出）

第5号議案
	（自　平成31年4月1日／至　令和2年3月31日）

令和元年度選挙関係管理会計収支決算

科　　目 予　算　額 決　算　額 　差　　額　 執行率 摘　　　要

第一款 繰 入 金 90,350,000 90,350,000 0 100.0％

 第一項 一 般 会計繰入金 90,350,000 90,350,000 0 100.0％ 

第26回参院選挙対応積立金として
15,000,000円を一般会計から繰入
第 4 9回衆院選対応積立金として
58,350,000円を一般会計から繰入
地方自治体選挙対応積立金として
10,000,000円を一般会計から繰入
補欠選挙対応積立金として5,000,000円
を一般会計から繰入
その他積立金として2,000,000円を一般
会計から繰入

第二款 雑 収 入 10,000 1,507 ▲ 8,493 15.1％ 

 第一項 預 金 利 息 10,000 1,507 ▲ 8,493 15.1％ 普通預金利息

当 年 度 収 入 合 計 🄐 90,360,000 90,351,507 ▲ 8,493 100.0％ 

第三款 前年度繰越収支差額 174,000,000 158,527,048 ▲ 15,472,952 91.1％ 

 第一項 前年度繰越収支差額 174,000,000 158,527,048 ▲ 15,472,952 91.1％ 平成30年度繰越収支差額

収 入 合 計 🄑 264,360,000 248,878,555 ▲ 15,481,445 94.1％ 

科　　目 予　算　額 決　算　額 　差　　額　 執行率 摘　　　要

第一款 経 常 経 費 1,000 0 ▲ 1,000 0.0% 名目計上

第二款 政 治 活 動 費 1,000 0 ▲ 1,000 0.0% 名目計上

第三款 繰 出 金 1,000 0 ▲ 1,000 0.0% 

 第一項 運 営 基 金 積 立 金
会 計 繰 出 金 1,000 0 ▲ 1,000 0.0% 名目計上

第四款 予 備 費 99,000 － ▲ 99,000 －

 第一項 予 備 費 99,000 － ▲ 99,000 －

当 年 度 支 出 合 計 🄒 102,000 0 ▲ 102,000 0.0% 

当 年 度 収 支 差 額 （ A － C ） 0 

次年度繰越収支差額（B－C） 89,944 

支　　出　　合　　計 102,000 89,944 ▲ 12,056

科　　目 予　算　額 決　算　額 　差　　額　 執行率 摘　　　要

第一款 経 常 経 費 1,000 0 ▲ 1,000 0.0％ 名目計上

第二款 政 治 活 動 費 59,100,000 
13,000,000  40,132,025 ▲ 31,967,975 55.7％ 第三款から予備費繰入

 第一項 選 挙 関 係 費 72,100,000 40,132,025 ▲ 31,967,975 55.7％ 

第25回参院選挙
（選挙区、比例代表）対応
地方自治体選挙対応
（助成金・陣中見舞）
推薦状・ビラ印刷筆耕代

第三款 予 備 費 205,258,000  
--13,000,000 － ▲ 192,258,000 － 第二款へ予備費繰出

 第一項 予 備 費 192,258,000 － ▲ 192,258,000 －

当 年 度 支 出 合 計 🄒 264,360,000 40,132,025 ▲ 224,227,975 15.2％ 

当 年 度 収 支 差 額 （ A － C ） 50,219,482 

次年度繰越収支差額（B－C） 208,746,530 

支　　出　　合　　計 264,360,000 248,878,555 ▲ 15,481,445

収入の部

支出の部

支出の部

▲は予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は予算からの減額を示す　（単位：円）

（執行率は小数点第二位を四捨五入により算出）

（執行率は小数点第二位を四捨五入により算出）

第6号議案
	（自　平成31年4月1日／至　令和2年3月31日）

令和元年度役員退職金積立金会計収支決算

第7号議案
	（自　平成31年4月1日／至　令和2年3月31日）

令和元年度運営基金積立金会計収支決算

科　　目 予　算　額 決　算　額 　差　　額　 執行率 摘　　　要

第一款 繰 入 金 収 入 20,810,000 20,810,000 0 100.0％ 

 第一項 一 般 会計繰入金 20,810,000 20,810,000 0 100.0％ 役員退職慰労金単年度積立金
（一般会計より繰入）

第二款 雑 収 入 10,000 441 ▲ 9,559 4.4％

 第一項 預 金 利 息 10,000 441 ▲ 9,559 4.4％ 普通預金利息

当 年 度 収 入 合 計 🄐 20,820,000 20,810,441 ▲ 9,559 100.0％ 

第三款 前年度繰越収支差額 64,750,000 64,750,358 358 100.0％ 

 第一項 前年度繰越収支差額 64,750,000 64,750,358 358 100.0％ 平成30年度繰越収支差額

収 入 合 計 🄑 85,570,000 85,560,799 ▲ 9,201 100.0 ％

科　　目 予　算　額 決　算　額 　差　　額　 執行率 摘　　　要

第一款 繰 入 金 47,013,000 158,498,480 111,485,480 337.1％

 第一項 一 般 会計繰入金 47,013,000 158,498,480 111,485,480 337.1％ 一般会計より繰入

第二款 雑 収 入 10,000 14,511 4,511 145.1％

 第一項 預 金 利 息 10,000 14,511 4,511 145.1％ 預金利息（普通預金、定期預金）

当 年 度 収 入 合 計 🄐 47,023,000 158,512,991 111,489,991 337.1％

第三款 前年度繰越収支差額 1,596,500,000 1,668,355,934 71,855,934 104.5％

 第一項 前年度繰越収支差額 1,596,500,000 1,668,355,934 71,855,934 104.5％ 平成30年度繰越収支差額

収 入 合 計 🄑 1,643,523,000 1,826,868,925 183,345,925 111.2％ 

科　　目 予　算　額 決　算　額 　差　　額　 執行率 摘　　　要

第一款 経 常 経 費 64,750,000 32,485,864 ▲ 32,264,136 50.2％

 第一項 役 員 退職慰労金 64,750,000 32,485,864 ▲ 32,264,136 50.2％ 役員退職慰労金（役員12名分）

第二款 予 備 費 20,820,000 － ▲ 20,820,000 －

 第一項 予 備 費 20,820,000 － ▲ 20,820,000 －

当 年 度 支 出 合 計 🄒 85,570,000 32,485,864 ▲ 53,084,136 38.0％

当 年 度 収 支 差 額 （ A － C ） ▲ 11,675,423 

次年度繰越収支差額（B－C） 53,074,935 

支　　出　　合　　計 85,570,000 85,560,799 ▲ 9,201

科　　目 予　算　額 決　算　額 　差　　額　 執行率 摘　　　要

第一款 繰 出 金 1,000 22,861,440 22,860,440 2286144.0％

 第一項 一 般 会計繰出金 1,000 22,861,440 22,860,440 2286144.0％

第二款 予 備 費 1,643,522,000 － ▲ 1,643,522,000 －

 第一項 予 備 費 1,643,522,000 － ▲ 1,643,522,000 －

当 年 度 支 出 合 計 🄒 1,643,523,000 22,861,440 ▲ 1,620,661,560 1.4％ 

当 年 度 収 支 差 額 （ A － C ） 135,651,551 

次年度繰越収支差額（B－C） 1,804,007,485 

支　　出　　合　　計 1,643,523,000 1,826,868,925 183,345,925

収入の部

収入の部

支出の部

支出の部

▲は予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は予算からの減額を示す　（単位：円）

≪予備費流用≫第 25 回参議院比例代表選挙対応 ：予備費の内、13,000,000 円を理事会の議を経て政治活動費（支出の部第
二款）に繰出。

第2号議案
日本歯科医師連盟の運営に係る規約及び諸規則の一部改正について

（提案理由）
　日本歯科医師会（以下、日歯とする）が公益社団法人移行まえは、日歯と日
本歯科医師連盟（以下、日歯連盟とする）は理念のみならず組織的にも表裏一
体の関係にあり、これを前提とした組織運営が行われ、規則関係もほぼ同じ内
容のものであった。ところが、公益法人制度改革により両団体が峻別されてか
らは、日歯連盟は組織的に独立性を求められた。任意団体である日歯連盟は、
公益社団法人に移行するために法律に基づく定款等諸規則の改正が前提となっ
ていた日歯とは異なり、法律的時間的な制約もなかったことに加え、一時の混
乱の中組織運営の拠り所となる規約等諸規則の見直しが十分に行われないまま
現在にいたっている。
　規約等諸規則は、現実的な解釈のもとで運用できるが、明らかに改廃新設が
必要なものもあり、平成 29 年 6 月 1 日付けの規約・規則検討委員会の答申の中で、
連盟規約等の整備の必要性が掲げられており、前執行部の業務引継書にも記載
されている。
　今回は、現行の組織運営に基づく見直しで、問題のある現行条文の一部改正
を行うものである。
　一部改正するのは、規約、会長及び監事選出規則、会計規則、監査規則、公
職選挙候補者推薦規則、褒賞規則である。

※それぞれの主な改正内容は紙面の都合上、次号以降に掲載する予定。
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科　　目 予　算　額 決　算　額 　差　　額　 執行率 摘　　　要

第一款 経 常 経 費 202,735,000 194,742,001 ▲ 7,992,999 96.1％ 事務室IT環境整備及び事務室改装費用
13,683,428円を当初予算に増額

 第一項 役 員 報 酬 ・
賞与・傷害保険料 66,968,000 70,025,750 3,057,750 104.6％

役員報酬（執行部24名分）※令和元年７
月より３名追加で27名に変更　　　　　
役員賞与（夏期賞与：2.0ヶ月、冬期賞与
2.5ヶ月）

 第二項 評 議 員 委 員 等
傷 害 保 険 料 1,284,000 476,364 ▲ 807,636 37.1％ 傷害保険料(評議員、委員：延べ363名分）

 第三項 職 員 人 件 費 79,846,000 59,179,280 ▲ 20,666,720 74.1％

職員8名分予算に対し職員6名分基本給
上記基本給以外の職員人件費（諸手当、
賞与（4.5ヶ月）、退職金積立金、保険料、
健康診断料）

 第四項 光 熱 水 費 ・ 備 品
消 耗 品 費 12,877,000 11,281,288 ▲ 1,595,712 87.6％ 

事務所電気代、備品購入費、事務用消
耗品費、コピー代、写真代、印刷代（制度・
予算・税制改正要望書、役員名簿、名刺、
役員就任挨拶状）、書籍代、車両関係費
（公用車リース代、任意保険料、ETC・ガ
ソリン代）、NHK受信料、新聞代（9紙）

 第五項 事 務 所 費 41,760,000 53,779,319 12,019,319 128.8％ 

賃借料（連盟事務室、打合室）、共益費
（連盟事務室）、リース代（郵便料金機
器、複合機、シュレッダー、会計ソフト）、イン
ターネット銀行振込利用料、電話代（事務
室、携帯電話、公用車）、FAX・電報・インタ
ーネット代、郵便料（後納郵便料、切手代）
資料発送代、会員・会費管理システム費用
（保守料）、パソコンサーバー費用（保守
料）、嘱託弁護士報酬、会計監査報酬、
嘱託相談役報酬、コーポレートマネーガード
保険料、PCソフト保守料、社会保険労務
士報酬、特別警備業務費用、他
事務所IT環境整備に伴う費用：

9,886,679円
事務室改装費用：3,796,749円

第二款 政 治 活 動 費 654,707,440 526,786,466 ▲ 127,920,974 80.5％ 政治セミナー開催費9,177,440円を当初
予算に増額

 第一項 評 議 員 会 費 17,959,000 10,010,533 ▲ 7,948,467 55.7％ 評議員会：予算3回分に対し2回（旅費、速
記料）

 第二項 会 長 会 議 費 9,086,000 4,024,080 ▲ 5,061,920 44.3％ 都道府県歯科医師連盟会長会議：予算2
回分に対し1回（旅費、速記料）

 第三項 常 任 理 事 会 ・
理 事 会 費 18,324,000 16,280,182 ▲ 2,043,818 88.8％ 常任理事会：予算6回分に対し3回

理事会：予算12回分に対し13回

 第四項 諸 会 議 費 18,866,440 1,241,198 ▲ 17,625,242 6.6％ 

規約・規則検討プロジェクトチーム、政治セ
ミナープロジェクトチーム、会員対策委員会
、臨時委員会（予算15回分に対1回
執行）、会場費、政治セミナー開催費：
9,177,440円予算増（開催延期のため未
執行）、政治セミナーキャンセル料及び政
治セミナー資料一式：697,510円

 第五項 連 絡 協 議 会 費 2,529,000 241,800 ▲ 2,287,200 9.6％ 
日本歯科医師会・日本歯科医師連盟役
員連絡協議会旅費（予算12回分に対し4
回）

 第六項 時局対策本部会費 2,000 0 ▲ 2,000 0.0％ 名目計上

 第七項 選 挙 対 策 推 進
本 部 会 費 2,000 0 ▲ 2,000 0.0％ 名目計上

 第八項 監 事 会 費 463,000 534,880 71,880 115.5％ 監事会旅費（予算2回分に対し3回）

 第九項 会 務 運 営 関 係 費 9,071,000 3,932,283 ▲ 5,138,717 43.4％ 

褒賞審議会旅費（予算1回分に対し1
回）、褒賞授賞式関係費（勲章、記念品
代、賞状印刷筆耕代）、第25回参議院
通常選挙総括チーム（2回）、会議室使用
料、他

 第十項 医 政 対 策 費 192,776,000 191,813,054 ▲ 962,946 99.5％ 

デンタルミーティング等地方政治活動助成
費（会費収入の約7％相当）、組織対策特
別助成金（会費収入の約3％相当予算）、
国会議員に対する献金、関連団体に対す
る助成金、時局講演会、政治資金パーテ
ィーの対価、花代（大臣、副大臣、党役員
等対応）、参与会議（旅費、会場費）、花代
（関連議員・関連団体対応）、資料代、台
風15・19号に伴う見舞金

第十一項 地 方 政 治 活 動 費 198,034,000 203,115,150 5,081,150 102.6％ 地方政治活動費（当年度会費収入の20％相当）

 第十二項 交 際 費 10,500,000 24,663,577 14,163,577 234.9％ 

祝金、酒肴料、香典、花代（会員関連対
応）、弔意電報代（都道府県歯科医師連
盟対応）、台風15・19号に伴う見舞金、広
告費、中元代・歳暮代、年賀状作成費、他

 第十三項 旅 費 29,173,000 37,672,328 8,499,328 129.1％ 

役員執務旅費、役員出張旅費、タクシー・
ハイヤー使用料、職員出張旅費、職員外
出交通費、旅券払戻手数料、上記（役員・
職員）以外の活動旅費

第十四項 広 報 費 45,872,000 32,792,491 ▲ 13,079,509 71.5％ 

広報委員会旅費（予算12回分に対し10回）
日歯連盟広報発行費（予算6回分に対し5
回）、（印刷・用紙代、企画費、発送代、ラベ
ルプリント作業料、郵送代、発送用ポリ袋代、
同封物封入代）、ホームページ費用（運用保
守料、アクセス解析費）、日歯連盟広報取材
旅費、日歯連盟広報取材原稿料、広告取
扱手数料（3面4回分）、広告掲載料、記者
懇談会費用（予算4回分に対し2回）、企画
費（リーフレット、名刺型リーフレット、ポスター費
用）

 第十五項 調 査 研 究 費 1,050,000 464,910 ▲ 585,090 44.3％ 政治・選挙関連コンテンツ閲覧費、講師謝金、資料代

 第十六項 寄 附 金 100,000,000 0 ▲ 100,000,000 0.0％ 未執行

 第十七項 雑 費 1,000,000 0 ▲ 1,000,000 0.0％ 未執行

第三款 繰 出 金 158,174,000 269,658,480 111,484,480 170.5％

 第一項 政 治 活 動 運 営
会 計 繰 出 金 1,000 0 ▲ 1,000 0.0％ 名目計上

 第二項 選 挙 関 係 管 理
会 計 繰 出 金 90,350,000 90,350,000 0 100.0％

第26回参院選（選挙区）対応積立金
15,000,000円を選挙関係管理会計へ繰
出
第49回衆院選対応積立金58,350,000円
を選挙関係管理会計へ繰出
地方自治体選挙対応積立金10,000,000
円を選挙関係管理会計へ繰出
補欠選挙対応積立金5,000,000円を選
挙関係管理会計へ繰出
その他積立金2,000,000円を選挙関係管
理会計へ繰出

 第三項 役員退職金積立金
会 計 繰 出 金 20,810,000 20,810,000 0 100.0％

役員退職慰労金積立金（単年度積立24
名分）として役員退職金積立金会計へ繰
出

 第四項 運 営 基 金 積 立 金
会 計 繰 出 金 47,013,000 158,498,480 111,485,480 337.1％ 運営基金積立金会計へ繰出

第四款 予 備 費 100,000,000  － ▲ 100,000,000 －

 第一項 予 備 費 100,000,000 － ▲ 100,000,000 －

当 年 度 支 出 合 計 🄒 1,115,616,440 991,186,947 ▲ 124,429,493 88.8％ 

当 年 度 収 支 差 額  🄐 － 🄒 0

次 年 度 繰 越 収 支 差 額 🄑 － 🄒 100,000,000 

支 出 合 計 1,115,616,440 1,091,186,947 ▲ 24,429,493

科　　目 予　算　額 決　算　額 　差　　額　 執行率 摘　　　要

第一款 会 費 990,171,000 965,380,250 ▲ 24,790,750 97.5％ 

 第一項 当 年 度 会 費 986,171,000 961,141,250 ▲ 25,029,750 97.5％ 令和元年度会費の納入額

 第二項 過 年 度 会 費 4,000,000 4,239,000 239,000 106.0％ 平成11年度～平成30年度の期間に係る未納分会費の納入額

第二款 寄 附 金 1,000 1,030,680 1,029,680 103,068.0％

 第一項 寄 附 金 1,000 1,030,680 1,029,680 103,068.0% 石井みどり鶴見後援会、石井みどり中央
後援会、西村まさみ中央後援会

第三款 雑 収 入 2,582,000 1,914,577 ▲ 667,423 74.2%

 第一項 広 告 収 入 2,571,000 1,890,584 ▲ 680,416 73.5% 日歯連盟広報に係る広告収入（5回分）

 第二項 預 金 利 息 10,000 3,063 ▲ 6,937 30.6% 普通預金利息

 第三項 雑 入 1,000 20,930 19,930 2,093.0% 傷害保険解約返戻金

第四款 繰 入 金 22,862,440 22,861,440 ▲ 1,000 100.0％ 

 第一項 運 営 基 金 積 立 金
会 計 繰 入 金 22,862,440 22,861,440 ▲ 1,000 100.0% 当初予算を修正し運営基金積立金会計

より繰入

当 年 度 収 入 合 計 🄐 1,015,616,440 991,186,947 ▲ 24,429,493 97.6％

第四款 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 100,000,000 100,000,000 0 100.0％

 第一項 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 100,000,000 100,000,000 0 100.0％ 平成30年度繰越収支差額

収　　入　　合　　計　🄑 1,115,616,440 1,091,186,947 ▲ 24,429,493 97.8％

収入の部

支出の部

第3号議案
	（自　平成31年4月1日／至　令和2年3月31日）

令 和 元 年 度 一 般 会 計 収 支 決 算
▲は予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は予算からの減額を示す　（単位：円）

（執行率は小数点第二位を四捨五入により算出）

第4号議案
	（自　平成31年4月1日／至　令和2年3月31日）

令和元度政治活動運営会計収支決算

科　　目 予　算　額 決　算　額 　差　　額　 執行率 摘　　　要

第一款 繰 入 金 1,000 0 ▲ 1,000 0.0%

 第一項 一 般 会計繰入金 1,000 0 ▲ 1,000 0.0% 名目計上

第二款 雑 収 入 1,000 0 ▲ 1,000 0.0% 

 第一項 預 金 利 息 1,000 0 ▲ 1,000 0.0% 名目計上

当 年 度 収 入 合 計 🄐 2,000 0 ▲ 2,000 0.0% 

第三款 前年度繰越収支差額 100,000 89,944 ▲ 10,056 89.9%

 第一項 前年度繰越収支差額 100,000 89,944 ▲ 10,056 89.9% 平成30年度繰越収支差額

収 入 合 計 🄑 102,000 89,944 ▲ 12,056 88.2%

収入の部 ▲は予算からの減額を示す　（単位：円）

日本歯科医師連盟
令和元年度各会計収支決算

　本連盟第140回評議員会で可決した令和元年度の5会計の収支決算は次のとおり。
　なお、会計期間は平成31年4月1日から令和2年3月31日まで。
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れ
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と
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ま
し
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図
１
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し
か
も
今
年
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科
口
腔
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し
て
岸
信
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（
顧
問
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尾
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（
事
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長
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士
と
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（
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長
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、
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邸
で
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対
し
骨
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針
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、
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内
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ま
た
昨
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と
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い
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日
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ら
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請
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え
、
原
案
が
確

定
す
る
前
日
の
夜
中
ま
で
内
閣
府
と
厚
労

省
と
折
衝
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今
年
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当
初
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感
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、
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６
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日
厚
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省
歯
科
保
健
課
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名
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自
治
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へ
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頼
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で
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
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感
染
症
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の
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る
中
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っ
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も
、
国
民
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健
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増
進
の
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歯
科
疾
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予
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症
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科
医
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）
感
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医
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だ
く
よ
う
」
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知
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。

　

ま
た
西
村
コ
ロ
ナ
担
当
大
臣
に
対
し
、
私
の
杉
並
区

長
時
代
の
「
歯
磨
き
モ
デ
ル
校
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
罹

患
率
が
低
か
っ
た
」
と
い
う
経
験
を
伝
え
、
国
会
の
答

弁
で
「（
新
し
い
生
活
様
式
の
前
提
と
し
て
）
手
洗
い
、

う
が
い
、
マ
ス
ク
と
と
も
に
、
歯
磨
き
も
非
常
に
重
要
」

と
の
大
臣
答
弁
も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
国
民
に

口
腔
健
康
管
理
の
重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
チ
ャ
ン

ス
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「骨太の方針」2017・2018・2019・2020

2017年
口腔の健康は全身の健康にもつながることから、生涯を通じた歯科健診の充実、入院患者や要介護者に対する口腔機能管
理の推進など歯科保健医療の充実に取り組む。（75文字）

2018年
口腔の健康は全身の健康にもつながることから、生涯を通じた歯科健診の充実、入院患者や要介護者をはじめとする国民
に対する口腔機能管理の推進など歯科口腔保健の充実や、地域における医科歯科連携の構築など歯科保健医療の充実に取
り組む。（112文字）

2019年
口腔の健康は全身の健康にもつながることからエビデンスの信頼性を向上させつつ、国民への適切な情報提供、生涯を通
じた歯科健診、フレイル対策にもつながる歯科医師、歯科衛生士による口腔健康管理など歯科口腔保健の充実、入院患者
等への口腔機能管理などの医科歯科連携に加え、介護、障害福祉関係機関との連携を含む歯科保健医療提供体制の構築に
取り組む。(167文字）

参議院議員 山田宏事務所 作成

2020年（令和2年7月17日閣議決定）
細菌性やウイルス性の疾患の予防という観点も含め、口腔の健康と全身の健康の関連性
をさらに検証し、エビデンスの国民への適切な情報提供、生涯を通じた歯科健診、フレ
イル対策・重症化予防にもつながる歯科医師、歯科衛生士による歯科口腔保健の充実、
歯科医療専門職間、医科歯科、介護、障害福祉関係機関との連携を推進し、歯科保健医
療提供体制の構築と強化に取り組む。(173文字）

（『「新たな日常」に対応した予防・健康づくり、重症化予防の推進』より抜粋）

 令和 2年 6月 17日 

内閣総理大臣  

安倍 晋三 殿 

歯科口腔医療勉強会 顧問 岸 信夫 

 座長 山田 宏 
 

歯科保健医療充実に関する緊急提言 2020 

 

歯科口腔医療勉強会は、別紙のメンバーで定例的に、科学的根拠をもとに「口の中の

健康は体の健康に直結する」ということに注目し、毎年、緊急提言を安倍総理に行い、お

かげさまで、その内容が 2017、2018そして 2019の「骨太方針」に反映されてまいりまし

た。 

この度、「骨太の方針 2020」の策定にあたり、施策の更なる充実に向け当勉強会として

「緊急提言 2020」を下記の通りまとめましたので、ご要望申し上げます。 

 

 

要望内容 

 

 

⑴ 歯科、口腔に関するこれまでの対応を充実・継続する視点での次の内容を提案する 

（これまでの歯科・口腔に関する記載内容の更新と継続について） 

 

口腔の健康が全身の健康につながるエビデンス等の国民へのさらなる適切な情報提

供とともに、生涯を通じた歯科健診の充実、フレイル対策や重症化予防につながる歯

科医師、歯科衛生士による口腔健康管理など歯科保健医療の充実とともに、地域に

おける歯科医療専門職種間の連携に加え、医科歯科連携や介護・障害福祉関係者

等との連携を推進しつつ、歯科保健医療提供体制の構築と強化に取り組む。 

 

⑵ 新型ウイルス感染症対応が継続することから次の内容を提案する 

（「感染症への対応」について）） 

 

 ウイルス感染症の予防における口腔健康管理の重要性について、さらなるエビデン

スの整理を行うとともに、「新しい生活様式」においても、健康で質の高い生活を営

む上で、歯・口腔の健康の保持・増進を図ることは重要であることから、歯科疾患の

予防に関する国民の理解と行動変容を促し、口腔健康管理等、歯科疾患の予防や

重症化予防に取り組む。 

 

 

診療室に貼って
ご利用ください！
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